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(57)【要約】
　複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することが
できる液晶表示装置（１）であって、画像表示面に対し
て左右の斜め方向である第１方向および第２方向とした
とき、第１方向に表示される第１画像を視認できる第１
視認領域（Ａ）と、第２方向に表示される第２画像を視
認できる第２視認領域（Ｂ）とが、画像表示面に対して
左右非対称に配置され、第２方向に表示された第２画像
を第１方向に反射する反射板（４０）を備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することができる表示装置であって、
　画像表示面に対して左右の斜め方向をそれぞれ第１方向および第２方向としたとき、該
第１方向に表示される第１画像を該第１方向側から視認できる第１視認領域と、該第２方
向に表示される第２画像を該第２方向側から視認できる第２視認領域とが、画像表示面に
対して左右非対称に配置されており、
　上記第２方向に表示された上記第２画像を上記第１方向に反射する反射手段を備えてい
ることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　表示パネルと、光を通過する開口部および光を遮断する閉口部が交互に並んで配されて
いる視野角制御手段とを備え、
　上記表示パネルには、上記第１方向に上記第１画像を表示する第１画素と、上記第２方
向に上記第２画像を表示する第２画素とが交互に並んで配されており、
　上記視野角制御手段は、上記第１画像が上記開口部を通過して上記第１方向に表示され
るとともに、上記第２画像が上記開口部を通過して上記第２方向に表示されるように、上
記表示パネルの前面に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段における上記各開口部
の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第１方向または上記第
２方向にずれていることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　上記反射手段が上記表示パネルの上記第２方向側の端部に設けられているときは、上記
視野角制御手段は、上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段にお
ける上記各開口部の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第２
方向側にずれて設けられている一方、
　上記反射手段が上記表示パネルの上記第１方向側の端部に設けられているときは、上記
視野角制御手段は、上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段にお
ける上記各開口部の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第１
方向側にずれて設けられていることを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　上記第１方向に表示される上記第１画像の少なくとも一部と、上記第２方向に表示され
る上記第２画像の少なくとも一部とが、互いに異なっているあるいは互いに同一であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　上記第１方向に表示された上記第１画像と、上記第２方向に表示され上記反射手段によ
り上記第１方向に反射された上記第２画像とを合わせて上記第１方向から観察したときに
、１つの画像として認識されるように、上記第１画像および第２画像が構成されているこ
とを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　上記反射手段は、当該表示装置に回転可能に接続されていることを特徴とする請求項１
に記載の表示装置。
【請求項８】
　上記反射手段は、さらに、光を透過する機能を有することを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同一の表示画面から、複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することが
できる表示装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置等の従来の表示装置では、表示パネルに対してどの視認方向から見ても同
一の画像が観察されるシングルビュー表示モードが一般的である。近年、このシングルビ
ュー表示モードに加えて、表示パネルに対して異なる視認方向から観察を行った場合、そ
れぞれの視認方向に対して異なる画像を観察可能とする表示装置が提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、表示パネルに対して左方向から見た場合と右方向から見た場合とで異
なる画像を観察可能とするデュアルビュー表示モード技術が開示されている。特許文献１
におけるデュアルビュー表示の原理を、図１８を参照して説明する。
【０００４】
　図１８に示す表示装置１００は、表示パネル１０１の前面側（表示面側）に視差バリア
（パララックスバリア）１０２が設けられ、表示パネル１０１の背面側にバックライト１
０３が設けられている。表示パネル１０１には、第１画像を表示する画素１０１Ｌと、第
２画像を表示する画素１０１Ｒとが交互に並んで配されている。
【０００５】
　バックライト１０３から出射され、表示パネル１０１を通過する光は、視差バリア１０
２によって特定の視野角を与えられ、左方向および右方向の少なくともいずれか一方向に
出力される。例えば、図１８の構成では、画素１０１Ｌを透過する光は液晶パネル１０１
から見て右側（第１方向）へ出射され、画素１０１Ｒ（ハッチングで示す部分）を透過す
る光は液晶パネル１０１から見て左側（第２方向）へ出射される。これにより、画素１０
１Ｌでは第１画像の表示を行い、画素１０１Ｒでは第２画像の表示を行うことができる。
そして、表示パネル１０１に対して異なる視認方向から観察を行った場合に、それぞれの
視認方向において、互いに異なる画像を観察することができる。
【０００６】
　また、デュアルビュー表示を行う表示装置において、さらに反射手段を備えることによ
って、同一方向から複数の画像を視認できる技術が提案されている（例えば、特許文献２
）。特許文献２のデュアルビュー表示について、図１９を参照して説明する。
【０００７】
　図１９に示す表示装置２００は、反射板２１０を備えており、異なる画像である第１画
像と第２画像とを、各々異なる方向である第１方向と第２方向とに表示する。第２方向は
、反射板２１０に向かう表示方向であって、観察者は、直接視認できる第１画像と、反射
板２１０に反射されて視認できる第２画像とを同時に観察することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００５－７３０７６号（２００５年３月１７
日公開）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２００５－８４２９９号（２００５年３月３１
日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記のように、反射手段を備えた従来のデュアルビュー表示の表示装置では、同時に異
なる画像を視認できるという利点がある。しかし、従来の上記表示装置では、同時に異な
る画像を視認できる領域（視野角）が狭いという問題がある。具体的には、例えば図２０
に示すように、第１画像を視認できる領域と、第２画像を視認できる領域とが重なり合う
領域が、第１画像および第２画像を同時に視認できる領域（視認領域）となる。
【００１０】
　そこで、本発明では、複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することができる表示
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装置において、異なる画像を同時に視認できる領域（視認領域）を拡大することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、
　複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することができる表示装置であって、
　画像表示面に対して左右の斜め方向をそれぞれ第１方向および第２方向としたとき、該
第１方向に表示される第１画像を該第１方向側から視認できる第１視認領域と、該第２方
向に表示される第２画像を該第２方向側から視認できる第２視認領域とが、画像表示面に
対して左右非対称に配置されており、
　上記第２方向に表示された上記第２画像を上記第１方向に反射する反射手段を備えてい
ることを特徴とする。
【００１２】
　上記の構成によれば、上記第１視認領域と上記第２視認領域とが、画像表示面に対して
左右非対称に配置されるとともに、第２視認領域に対応する第２画像が、反射手段により
第１方向に反射される。そのため、第１方向において第１画像および反射手段により反射
された第２画像を同時に視認できる領域（視野角）を、従来の表示装置における視野角（
図２０参照）よりも拡大することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上のように、本発明に係る表示装置では、画像表示面に対して左右の斜め方向をそれ
ぞれ第１方向および第２方向としたとき、該第１方向に表示される第１画像を該第１方向
から視認できる第１視認領域と、該第２方向に表示される第２画像を該第２方向から視認
できる第２視認領域とが、画像表示面に対して左右非対称に配置されており、上記第２方
向に表示された上記第２画像を上記第１方向に反射する反射手段を備えている構成である
。これにより、複数の画像を複数の表示方向に同時に表示することができる表示装置にお
いて、異なる画像を同時に視認できる領域（視認領域）を拡大することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図２】（ａ）および（ｂ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置において、デュアルビ
ュー表示を行った場合の画面表示を模式的に示す図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置における、視差バリア
と表示パネルとの配置関係を示す図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置における視認領域を模
式的に示す図である。
【図５】オフセット＝０ｕｍ（従来の表示装置に相当）の場合における、オフセットと視
認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラフである。
【図６】（ａ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置において、オフセット＝＋５０ｕｍ
の場合における、オフセットと視認領域との関係についてシミュレーションした結果を示
すグラフであり、（ｂ）は、オフセット＝＋１００ｕｍの場合における、オフセットと視
認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラフである。
【図７】（ａ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置において、オフセット＝－５０ｕｍ
の場合における、オフセットと視認領域との関係についてシミュレーションした結果を示
すグラフであり、（ｂ）は、オフセット＝－１００ｕｍの場合における、オフセットと視
認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラフである。
【図８】本実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図９】（ａ）および（ｂ）は本実施の形態に係る液晶表示装置の閉状態を示す図であり
、（ｃ）および（ｄ）は本実施の形態に係る液晶表示装置の開状態を示す図である。
【図１０】本実施の形態に係る液晶表示装置の反射板の構成を示す図である。
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【図１１】本実施の形態に係る液晶表示装置の他の構成を示す図である。
【図１２】オフセット＝０ｕｍ（従来の表示装置に相当）の場合における、オフセットと
視認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラフである。
【図１３】（ａ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置において、オフセット＝－５０ｕ
ｍの場合における、オフセットと視認領域との関係についてシミュレーションした結果を
示すグラフであり、（ｂ）は、オフセット＝－７５ｕｍの場合における、オフセットと視
認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラフである。
【図１４】本実施の形態に係る液晶表示装置において、オフセット＝－１００ｕｍの場合
における、オフセットと視認領域との関係についてシミュレーションした結果を示すグラ
フである。
【図１５】本実施の形態に係る液晶表示装置をカーナビゲーションシステムに適用した状
態を示す模式図である（適用例１）。
【図１６】本実施の形態に係る液晶表示装置を店舗（喫茶店）に適用した状態を示す模式
図である（適用例２）。
【図１７】本実施の形態に係る液晶表示装置を店舗（スーパー）に適用した状態を示す模
式図である（適用例３）。
【図１８】特許文献１の液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図１９】特許文献２の液晶表示装置の概略構成を示す図である。
【図２０】図１９の液晶表示装置における視野角特性の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の一実施の形態について図１に基づいて説明すると以下の通りである。まず、本
実施の形態に係る液晶表示装置の構成について図１を参照して説明する。
【００１６】
　図１に示す液晶表示装置１（表示装置）は、表示パネル１０と、視差バリア２０と、バ
ックライト３０と、反射板４０（反射手段）と、各種駆動回路（データ信号線駆動回路、
走査信号線駆動回路等；図示せず）と、表示制御回路（図示せず）を備えている。
【００１７】
　表示パネル１０は、周知の構成を採用することができる。例えば、表示パネル１０は、
ガラス等でなる絶縁性を有するアクティブマトリクス基板と、このアクティブマトリクス
基板に対して所定の間隔で対向するガラス等でなる光透過性を有する対向基板と、アクテ
ィブマトリクス基板と対向基板との間に挟持された液晶層とで構成される。液晶層として
は、種々のタイプの液晶層を用いることができる。
【００１８】
　表示パネル１０には、列方向に延伸するデータ信号線、行方向に延伸する走査信号線お
よび容量配線、行および列方向に並べられた画素（後述の第１画素および第２画素）が設
けられている。各種信号線はアクティブマトリクス基板に設けられている。
【００１９】
　各画素の構造は同一の構成であり、１つの画素に対応して、少なくとも１つの画素電極
が設けられ、データ信号線と走査信号線と容量配線とがそれぞれ１本ずつ設けられている
。各画素では、アクティブマトリクス基板において、画素電極が、走査信号線に接続され
たトランジスタ（ＴＦＴ）を介してデータ信号線に接続されており、対向基板に設けられ
た対向電極との間に液晶容量が形成されている。
【００２０】
　各画素に設けられたトランジスタは、ドレイン電極が画素電極に接続され、ソース電極
がデータ信号線に接続され、ゲート電極が走査信号線に接続されている。これにより、ト
ランジスタは、走査信号線から供給される走査信号（ゲート信号）によってオン／オフ制
御され、データ信号線に供給されるデータ信号に応じた電圧が液晶層に印加され、トラン
ジスタがオフ時に、該電圧が保持される構成となっている。
【００２１】
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　表示制御回路は、タイミングコントローラ（図示せず）から供給されるタイミング制御
信号に基づいて画像表示タイミングを検知して、外部から入力された表示データおよび同
期信号に基づいて、表示パネル１０に画像を表示するための表示制御信号を生成する。そ
して、生成した表示制御信号を各種駆動回路に供給して各種駆動回路の動作を制御する。
【００２２】
　走査信号線駆動回路は、表示制御回路から出力される表示制御信号に基づいて、走査信
号（ゲート信号）を、各走査信号線に順次供給する。これにより、走査信号が供給された
走査信号線に接続されたトランジスタがオン状態になる。
【００２３】
　データ信号線駆動回路は、表示制御信号に基づいて、データ信号をデータ信号線に供給
する。これにより、オン状態になっているトランジスタを介して液晶層にデータ信号に応
じた電圧が印加されて画像情報が書き込まれる。
【００２４】
　バックライト３０は、表示パネル１０の背面側に配置され、表示パネル１０に対して表
示光を入射する。なお、バックライト３０は、液晶表示装置１に含まれるものであっても
よく、あるいは、液晶表示装置１に対して外付けされるものであってもよい。
【００２５】
　視差バリア２０は、表示パネル１０の前面側（観察者に近い側）に、視差バリア２０の
表面と表示パネル１０の表示面とが互いに平行になるように、樹脂材料により貼り合わさ
れている。視差バリア２０は、表示パネル１０から出力される表示画像（第１画像、第２
画像）を通過させる開口部２１と、該表示画像を遮断する閉口部２２とを備えている。開
口部２１および閉口部２２は、表示パネル１０の画素に対応して、交互に並んで形成され
ている。
【００２６】
　反射板４０は、表示パネル１０の一端（図１では表示パネル１０に向かって右端）に回
転可能に取り付けられ、入射された画像を反射する機能を有している。反射板４０の具体
的な構成については後述する。
【００２７】
　続いて、液晶表示装置１におけるデュアルビュー表示の表示原理について説明する。な
お、以下では便宜上、反射板４０を省略して説明する。液晶表示装置１は、複数の画像を
複数の表示方向に同時に表示する機能を有するものであればデュアルビュー方式の液晶表
示装置に限定されるものではなく、マルチビュー表示方式の液晶表示装置であっても良い
。また、デュアルビュー方式またはマルチビュー表示方式は、液晶表示装置以外でも実現
可能であるため、例えば有機ＥＬパネルやＣＲＴ等を用いることもできる。以下では、図
２の（ａ）および（ｂ）に示すデュアルビュー表示について具体的に説明する。
【００２８】
　図２の（ａ）および（ｂ）は、液晶表示装置１の画面表示を説明するための模式図であ
る。液晶表示装置１は、図２の（ａ）に示すように、液晶表示装置１から第１方向に向け
て第１画像を表示すると同時に、液晶表示装置１から、第１方向とは異なる第２方向に向
けて第１画像とは異なる第２画像を表示する機能、つまり、互いに異なる方向へ、互いに
異なる２つの画像を同時に表示する機能を有する。なお、液晶表示装置１は、同時に表示
する第１画像および第２画像のそれぞれの一部を、互いに同一にするあるいは異ならせる
機能を有していてもよい。
【００２９】
　上記「第１方向」および「第２方向」は、それぞれ、液晶表示装置１の表示方向を表す
。また、ここでは、説明の便宜上、液晶表示装置１（表示パネル１０）から見て右斜め前
方の方向を第１方向、液晶表示装置１（表示パネル１０）から見て左斜め前方の方向を第
２方向とする。また、ここでは、第１方向に対する画像を第１画像、第２方向に対する画
像を第２画像と称する。さらに、「正面方向」とは、第１方向と第２方向との中間の方向
を表す。すなわち、「正面方向」とは、液晶表示装置１の２つの表示方向の間の方向とい
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うこともできる。また、正面方向に対する画像を正面画像と称する。
【００３０】
　また、液晶表示装置１が備える表示制御回路（図示せず）により、画像を単画面表示処
理すれば、液晶表示装置１は、図２の（ｂ）に示すように、第１方向、第２方向、および
正面方向の、いずれの方向からも同一の画像を視認可能であるように表示させることもで
きる。本明細書において、この表示を単画面表示と称する。
【００３１】
　ここで、液晶表示装置１の構造について、より詳細に説明する。液晶表示装置１は、上
述したように、バックライト３０と、表示パネル１０と、視差バリア２０とがこの順に重
ね合わされた構造を有している（図１参照）。バックライト３０は、照明装置であり、表
示パネル１０に対して光を照射する。表示パネル１０は、バックライト３０からの光を透
過・遮光させることで、画像を作り出す。視差バリア２０は、表示パネル１０により作り
出された画像に、視野角特性を与える。なお、表示パネル１０には、カラーフィルタ（図
示しない）を設け、カラー表示が可能な構成としてもよい。
【００３２】
　表示パネル１０は、図１に示すように、第１画像を表示する第１画像表示領域１０Ｌと
、第２画像を表示する第２画像表示領域１０Ｒとが、交互に並んで短冊状（ストライプ状
）に構成されている。第１画像表示領域１０Ｌおよび第２画像表示領域１０Ｒは、それぞ
れ１つの画素（第１画素および第２画素）に対応する。また、視差バリア２０は、表示パ
ネル１０の表示画像（第１画像、第２画像）を通過させる開口部２１と、表示パネル１０
の表示画像を遮断する閉口部２２とが、交互に並んで形成されている。
【００３３】
　このような構造を有する表示パネル１０と視差バリア２０とを重ね合わせることによっ
て、第１画像表示領域１０Ｌに表示された第１画像は、開口部２１を通過して、第１方向
に位置する観察者から視認される。一方、第２画像表示領域１０Ｒに表示された第２画像
は閉口部２２に遮断されるので、第１方向に位置する観察者からは視認されない。
【００３４】
　また、第２画像表示領域１０Ｒに表示された第２画像は、開口部２１を通過して、第２
方向に位置する観察者から視認される。一方、第１画像表示領域１０Ｌに表示された第１
画像は閉口部２２に遮断されるので、第２方向に位置する観察者からは視認されない。
【００３５】
　このようにして液晶表示装置１は、第１方向と第２方向とのそれぞれに、第１画像と第
２画像とを同時に表示することが可能となる。
【００３６】
　ここで、本実施の形態に係る液晶表示装置１では、第１方向に表示される第１画像を視
認できる第１視認領域と、第２方向に表示される第２画像を視認できる第２視認領域とが
、画像表示面（液晶表示装置１）に対して左右非対称に配置されるように構成されている
。
【００３７】
　具体的には、図３の（ａ）および（ｂ）に示すように、視差バリア２０の開口部２１の
中心線Ｌ１が、第１画像表示領域１０Ｌ（第１画素）および第２画像表示領域１０Ｒ（第
２画素）の境界線Ｌ２に対して、第１方向側または第２方向側にずれた状態で、表示パネ
ル１０と視差バリア２０とが重ね合わされている。図３の（ａ）では、開口部２１の中心
線Ｌ１が、境界線Ｌ２に対して第１方向側（紙面左側）にずれている。これにより、第１
方向の第１視認領域Ａは、表示パネル１０に対して水平方向側（表示パネル１０に近い方
）に位置し、第２方向の第２視認領域Ｂは、表示パネル１０の正面方向側（表示パネル１
０から遠い方）に位置する。これに対して、図３の（ｂ）では、開口部２１の中心線Ｌ１
が、境界線Ｌ２に対して第２方向側（紙面右側）にずれているため、第１方向の第１視認
領域Ａは、表示パネル１０の正面方向側に位置し、第２方向の第２視認領域Ｂは、表示パ
ネル１０に対して水平方向側に位置する。
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【００３８】
　図４には、液晶表示装置１全体における視認領域を模式的に示している。図４の（ａ）
は、図３の（ａ）に対応しており、図４の（ｂ）は図３の（ｂ）に対応している。
【００３９】
　ここで、境界線Ｌ２に対する開口部２１の中心線Ｌ１のずれ（オフセット）と視認領域
との関係についてシミュレーションした結果を図５および図６に示す。なお、境界線Ｌ２
を基準として紙面左側（第１方向側）を正、紙面右側（第２方向側）を負とする。図５は
、オフセット＝０の状態（従来の表示装置に相当）を示し、図６の（ａ）は、オフセット
＝＋５０ｕｍの状態を示し、図６の（ｂ）は、オフセット＝＋１００ｕｍの状態を示して
いる。また、図７の（ａ）は、オフセット＝－５０ｕｍの状態を示し、図７の（ｂ）は、
オフセット＝－１００ｕｍの状態を示している。
【００４０】
　オフセット＝０の状態（図５）では、第１視認領域Ａおよび第２視認領域Ｂが、第１方
向および第２方向に対称（左右対称）となるように配置される。これに対して、オフセッ
ト＝＋５０ｕｍ、＋１００ｕｍに設定することにより、第１視認領域Ａは液晶表示装置１
に対して水平方向側に配置され、第２視認領域Ｂは液晶表示装置１の正面方向側に配置さ
れる（図６の（ａ）および（ｂ））。また、オフセット＝－５０ｕｍ、－１００ｕｍに設
定することにより、第１視認領域Ａは液晶表示装置１の正面方向側に配置され、第２視認
領域Ｂは液晶表示装置１に対して水平方向側に配置される（図７の（ａ）および（ｂ））
。
【００４１】
　次に、反射板４０を備えた液晶表示装置１について説明する。
【００４２】
　反射板４０は、図８に示すように、表示パネル１０の一端に回転可能に取り付けられて
いる。この構成によれば、反射板４０は、表示パネル１０の表示画面に対する相対的な位
置を移動することができる。具体的には、表示パネル１０の何れかの方向に表示される画
像を反射する反射位置（図９の（ｄ））と、表示パネル１０の表示画面を覆う被覆位置（
図９の（ｂ））との少なくとも２種類の位置に移動することができる。また、反射板４０
は、表示パネル１０の右端または左端に選択的に切り替えて固定できる構成としても良い
。この構成によれば、液晶表示装置１の使用状態に応じて、第１方向を視認方向（観察者
側）にする場合と、第２方向を視認方向（観察者）にする場合とを、相互に切り替えるこ
とができる。なお、説明の便宜上、反射板４０が上記反射位置にある状態を「開状態」、
上記被覆位置にある状態を「閉状態」と称する。
【００４３】
　また、反射板４０は、表示パネル１０から出力される画像を透過させる機能を有してい
る（後述）。そのため、図９の（ａ）および（ｂ）に示すように、液晶表示装置１は、閉
状態では、画像が反射板４０を透過するため、上述のように、異なる方向から異なる画像
を視認すること（マルチビュー表示）ができる。
【００４４】
　一方、液晶表示装置１が開状態のときは、反射板４０は、表示パネル１０から第２方向
に出力された画像を第１方向に反射する（図１）。これにより、図９の（ｃ）および（ｄ
）に示すように、反射板４０で反射された反射画像（第２画像）と、表示パネル１０から
直接、視認方向（第１方向）に表示される非反射画像（第１画像）とを、同一方向（液晶
表示装置１から見て右斜め前方；第１方向）から同時に視認することができる。なお、反
射板４０が表示パネル１０に向かって左端に取り付けられている場合には、反射板４０で
反射された反射画像（第１画像）と、表示パネル１０から直接、視認方向に表示される非
反射画像（第２画像）とを、同一方向（液晶表示装置１の斜め前方；第２方向）から同時
に視認することができる。
【００４５】
　なお、図９の（ａ）および（ｃ）は、液晶表示装置１を斜め前方から見た図であり、図
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９の（ｂ）および（ｄ）は、液晶表示装置１を上から見た図である。また、図９の（ａ）
～（ｄ）において、矢印は、表示パネル１０による表示画像の表示方向を示している。
【００４６】
　ここで、表示パネル１０および反射板４０について、より詳しく説明する。
【００４７】
　まず、反射板４０について、図１０を用いて説明する。なお、反射板４０は、反射機能
のみを有する鏡であってもよいし、反射機能及び透過機能を有するハーフミラーであって
もよい。以下では、ハーフミラー型の反射板４０について説明する。反射板４０は、斜め
方向からの光に対して、その光を反射させることが可能であって、かつ、垂直方向からの
光に対して、その光を透過させることが可能である。より具体的には、反射板４０が反射
位置（開状態）にあるときには、表示パネル１０からの画像を表示方向とは異なる方向に
反射することができる。一方、反射板４０が被覆位置（閉状態）にあるときには、表示パ
ネル１０からの、表示方向の異なる全ての画像を透過させることができる。
【００４８】
　反射板４０は、例えば、図１０に示すように、アクリル板４１、ハーフミラーフィルム
４２、アクリル板４３によって構成される。反射板４０は、アクリル板４１およびアクリ
ル板４２によってハーフミラーフィルム４２を前後から挟み込む構造を有している。
【００４９】
　ハーフミラーフィルム４２を前後から挟み込むために用いる材料は、特にアクリル板に
限定されるものではないが、安全性、軽量性から考えると合成樹脂であることが好ましい
。
【００５０】
　ハーフミラーフィルム４２の透過率および反射率は、表示装置における画像の反射と透
過とのバランスを考慮して、適宜設定することが好ましい。例えば、液晶表示装置１にお
いて、反射板４０を透過した画像および反射板４０により反射された画像を視認でき、か
つ、反射板４０による反射画像と反射板４０の裏面方向の景色とが重なって視認されるこ
とを防ぎたい場合、ハーフミラーフィルム４２として、透過率よりも反射率のほうが大き
いハーフミラーフィルムを用いることで、所望の効果を得ることができる。このような場
合、例えば、ハーフミラーフィルム４２として透過率１６％および反射率７０％のハーフ
ミラーフィルムを用いればよい。また、反射板４０により反射された画像よりも、反射板
４０を透過した画像を視認することを重視する場合、より透過率の高いものを用いてもよ
い。逆に、反射板４０を透過した画像よりも、反射板４０により反射された画像を視認す
ることを重視する場合、より反射率の高いものを用いてもよい。
【００５１】
　また、ハーフミラーフィルム４２の裏面側は、反射板４０を閉じた状態において、外光
の映り込みを減少させるために、反射率を低く抑えたものを用いてもよい。または、反射
防止フィルムを貼る等して、外光の映り込みを減少させてもよい。さらに、反射板４０に
は、コントラストを向上させたり、ちらつきを軽減させたりする機能を付与してもよい。
【００５２】
　なお、「透過率」とは、垂直方向から入射した光（光量）に対して、透過した光（光量
）の割合であり、以下の式で定義されるものである。
【００５３】
　（透過率）＝（透過光）／（入射光）
　また、「反射率」は、垂直方向から入射した光（光量）に対して、反射した光（光量）
の割合であり、以下の式で定義されるものである。
【００５４】
　（反射率）＝（反射光）／（入射光）
　また、ハーフミラーフィルム４２のその他の光学特性は、特に限定されるものではなく
、例えば、紫外線カット機能を持つものなど、用途に応じてさまざまな性質を有するもの
を適宜選択して用いることができる。
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【００５５】
　また、本実施の形態では、図８に示すように、反射板４０と表示パネル１０とが重なり
合う面の面積は、反射板４０と表示パネル１０とでほぼ同じである。しかし、本発明はこ
れに限定されるものではなく、用途によってさまざまな面積のものを組み合わせて用いる
こともできる。
【００５６】
　例えば、図１１に示すように、表示パネル１０が、観察者の視認方向（第１方向）にニ
ュースの画像（第１画像）を表示させ、それとは異なる第２方向に時刻表示（第２画像）
を行った状態で、反射板４０が時刻表示を視認方向（第１方向）に反射させることも可能
である。これによって、第１方向の画像を全く妨げることなく、ニュースの画像（第１画
像）と時刻表示を同時に視認することが可能となる。このように、時刻表示のみを表示さ
せるのであれば、反射板４０の面積は、例えば表示画面の４分の１、あるいはそれ以下で
も十分である。
【００５７】
　反射板４０は、表示パネル１０に対して相対的に移動できるように、ヒンジ部材等を介
して、表示パネル１０に接続されている。これにより、反射板４０を、表示パネル１０か
らの画像を表示方向とは異なる方向に反射する反射位置（開状態）と、表示パネル１０の
表示画面を覆う被覆位置（閉状態）とに回転移動させることができる。さらに、反射板４
０による画像の反射方向を複数設定することもできる。例えば、反射画像の反射方向と非
反射画像の表示方向とを一致させる統一反射位置と、その他の反射位置とを設定すること
ができる。反射位置として、統一反射位置を設定すれば、反射画像および非反射画像を１
つの統一画像として視認することが可能となる。
【００５８】
　本実施の形態に係る液晶表示装置１によれば、例えば第１方向の視野角（第１方向から
、第１画像および反射画像（第２画像）を同時に視認できる領域）を、従来の表示装置に
おける第１方向の視野角（図２０参照）よりも大きくすることができる。すなわち、液晶
表示装置１では、例えばオフセット（境界線Ｌ２に対する中心線Ｌ１のずれ）＝－５０ｕ
ｍに設定することにより、第１方向の視野角を、オフセット＝０ｕｍ（境界線Ｌ２と中心
線Ｌ１とが一致）の従来の液晶表示装置の第１方向の視野角（図２０参照）よりも大きく
することができる。
【００５９】
　次に、境界線Ｌ２に対する開口部２１の中心線Ｌ１のずれ（オフセット）と視野角との
関係についてシミュレーションした結果を図１２～図１４に示す。ここでは、反射板４０
を表示パネル１０に向かって右側に取り付けた場合（図８参照）の結果を示している。ま
た、観察者は表示パネル１０から１．８ｍ離れた位置にいると仮定し、反射板４０の幅を
０．７５ｍに設定した。なお、境界線Ｌ２（図３参照）を基準として紙面左側（第１方向
側）を正、紙面右側（第２方向側）を負とする。図１２は、オフセット＝０（従来の表示
装置に相当）の状態を示し、図１３の（ａ）は、オフセット＝－５０ｕｍの状態を示し、
図１３の（ｂ）は、オフセット＝－７５ｕｍの状態を示し、図１４は、オフセット＝－１
００ｕｍの状態を示している。
【００６０】
　オフセット＝－５０ｕｍ（図１３の（ａ））、－７５ｕｍ（図１３の（ｂ））では、オ
フセット＝０ｕｍ（図１２）よりも第１方向の視野角が大きくなるが、オフセット＝－１
００ｕｍ（図１４）では、オフセット＝－５０ｕｍ、－７５ｕｍよりも視野角が小さくな
ることが分かる。なお、反射板４０を表示パネル１０の左側に取り付けた場合は、オフセ
ット＝＋５０ｕｍ、＋７５ｕｍに設定することにより視野角が大きくなる。なお、視野角
とオフセット値の関係は、表示パネル１０および画素のサイズ、視差バリア２０の設計値
などに応じて変化するため、液晶表示装置１の用途に応じてオフセットの値を設定するこ
とが好ましい。
【００６１】
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　ここで、１つの画像の左半分（左用画像）を第１方向に表示させ、右半分（右用画像）
を第２方向に表示させた場合、右用画像が反射板４０により第１方向に反射されるため、
第１方向から、右用画像と左用画像が合体した１つの画像として視認することができる。
このような液晶表示装置は、反射板４０により反射する右用画像について、表示制御回路
において、画像データを鏡像反転処理することにより実現可能である。
【００６２】
　このように、本実施の形態に係る液晶表示装置１では、視差バリア２０をオフセットす
ることにより第１方向（または第２方向）の視野角を大きくすることができるため、従来
の表示装置ではなし得なかった多くの用途に適用することができる。以下では、液晶表示
装置１の適用例について説明する。
【００６３】
　（適用例１）
　図１５は、液晶表示装置１をカーナビゲーションシステムに適用した場合を示している
。本液晶表示装置１を搭載したカーナビゲーションシステムでは、反射板４０が被覆位置
（閉状態）（図９の（ｂ））にある場合は、カーナビゲーションシステムを車両室内の中
央よりも運転席側に設置して、運転席側からはナビゲーション画面を適切に視認できると
ともに、助手席側からはテレビ番組を適切に視認することができる。一方、運転者のみが
乗車する場合など運転席側からのみ視認するケースでは、反射板４０を反射位置（開状態
）（図９の（ｄ）において、反射板４０を表示パネル１０に向かって左側に取り付けた場
合）に固定することにより、運転席側（第２方向側）から、ナビゲーション画面およびそ
の他の画像（交通情報やナビゲーション画面の拡大画像など）を同時に視認することがで
きる。また、カーナビゲーションシステムを運転席側に設置することにより、運転者によ
るカーナビゲーションシステムの操作性を向上させることができ、さらに、運転者が運転
中にナビゲーション画面を確認する際の視線の動きを低減することもできる。よって、従
来のデュアルビュー表示のカーナビゲーションシステムよりも、運転の安全性を高めるこ
とができる。
【００６４】
　また、ナビゲーション画面の使用頻度が低い場合等は、反射板４０を表示パネル１０に
向かって左側に取り付けて反射位置（開状態）に固定することにより、助手席側（第１方
向側）から、テレビ番組等の複数の画像を視認することができる。なお、反射板４０を、
表示パネル１０の右端または左端に選択的に切り替えて固定する構成としても良い。これ
により、カーナビゲーションシステムの使用状態に応じて、運転席側と助手席側とを切り
替えて画像を表示することができる。
【００６５】
　（適用例２）
　図１６は、液晶表示装置１を店舗（例えば喫茶店）に適用した場合を示している。本液
晶表示装置１は、店内のコーナー部分の窓際に設置される。本液晶表示装置１では、反射
板４０が被覆位置（点線で示す位置）にある場合は、店外の多くの通行人（特に、店から
離れている通行人）に対して第１画像（例えば、喫茶店のメニューや宣伝広告など）を表
示し、同時に、店内の客に対して第２画像（例えば、テレビ番組など）を表示することが
できる。
【００６６】
　一方、時間帯や天候条件などにより店外の通行人が少ない場合など、店内の客のみに画
像を表示したいケースでは、反射板４０を反射位置（実線で示す位置）に固定することに
より、店内の客に対して、テレビ番組およびメニュー画像などを同時に表示することがで
きる。特に、本液晶表示装置１では、従来よりも視野角を大きくすることができるため、
店内の広い範囲に、異なる画像（テレビ番組およびメニュー画像など）を同時に、あるい
は、１つの画像を拡大して、表示することができる。
【００６７】
　（適用例３）
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　図１７は、液晶表示装置１を店舗（例えばスーパー）に適用した場合を示している。本
液晶表示装置１は、店内の会計台の背後の天井と壁のコーナー部分に、表示パネル１０が
壁に設置され、反射板４０が天井に設置される。本液晶表示装置１では、第１方向（下方
向）に下用画像を表示し、第２方向（上方向）に上用画像を表示する。これにより、下用
画像と、反射板４０により反射された上用画像とが合体した１つの画像（例えば宣伝広告
やニュース映像など）を、会計台付近の客だけでなく、会計台から離れた客も視認するこ
とができる。
【００６８】
　なお、本実施の形態に係る液晶表示装置１では、表示制御回路によって画像の表示状態
を制御して、第１画像表示領域１０Ｌおよび第２画像表示領域１０Ｒに同一の画像を表示
させることにより、視認領域が互いに異なる第１方向および第２方向に、同一の画像を表
示させることもできる（単画面表示）（図２の（ｂ））。
【００６９】
　また、液晶表示装置１の構成によっては、正面方向から視認した際に、第１画像と第２
画像とが重なって視認される場合（クロストーク）があるが、単画面表示の際には１つの
画像として視認される。
【００７０】
　また、本実施の形態では、表示パネル１０からの画像に視野角特性を与える手段（以下
、「視野角制御手段」ともいう）として視差バリア２０を備える構成について説明したが
、本発明に用いることが可能な視野角制御手段は視差バリアに限定されるものではない。
例えば、上記視野角制御手段としては、視野角制御の有効・無効を電気的に相互に切り替
え可能な視差バリアを用いていることができる。このような視差バリアを用いれば、視差
バリアの効果を有効とする場合は、開口部２１および閉口部２２が交互に並ぶように形成
されることにより、デュアルビュー表示を行うことが可能であるとともに、視差バリアの
効果を無効とする場合は、開口部２１が表示パネル１０に対して全面に形成されることに
より（全透過）、シングルビュー表示を行うことが可能である。すなわち、上記構成によ
れば、デュアルビュー表示とシングルビュー表示とを相互に切り替えることができる。さ
らに、第１画像表示領域１０Ｌおよび第２画像表示領域１０Ｒの両方を用いて、１つの画
像を表示できるので、表示画面の解像度を上げる効果も得られる。
【００７１】
　また、デュアルビュー表示の画像（右用画像および左用画像）の生成方法は周知の方法
を採用することができる。例えば、表示画面の大きさに対応する元の静止画あるいは動画
について右用画像および左用画像を作成し、作成した画像データ（右用画像および左用画
像）を別々に表示パネルに送信する方法や、予め合成した画像データを送信する方法があ
る。なお、作成する右用画像および左用画像は、１枚の画像として作成する場合や、複数
の画像を組み合わせて作成する場合（例えば、静止画と静止画、静止画と動画、動画と動
画、静止画とテロップなど）がある。また、右用画像および左用画像のそれぞれの一部を
同一画像にする場合は、画像を組み合わせる段階で、１つ以上の画像を左右同じに見える
ように、一方の画像をミラー反転させ、左右で同一の位置に配置することにより実現でき
る。なお、作成した画像データ（右用画像および左用画像）を別々に表示パネルに送信す
る方法では、上記のように一方の画像を予めミラー反転させる構成の他、例えば、送信処
理を実行するソフト（アプリケーション）により、一部が同一画像となる右用画像および
左用画像を作成する構成とすることもできる。
【００７２】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、
　表示パネルと、光を通過する開口部および光を遮断する閉口部が交互に並んで配されて
いる視野角制御手段とを備え、
　上記表示パネルには、上記第１方向に上記第１画像を表示する第１画素と、上記第２方
向に上記第２画像を表示する第２画素とが交互に並んで配されており、
　上記視野角制御手段は、上記第１画像が上記開口部を通過して上記第１方向に表示され
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るとともに、上記第２画像が上記開口部を通過して上記第２方向に表示されるように、上
記表示パネルの前面に設けられている構成とすることもできる。
【００７３】
　上記の構成によれば、簡易な構成によりデュアルビュー表示が可能となる。
【００７４】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、
　上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段における上記各開口部
の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第１方向または上記第
２方向にずれている構成とすることもできる。
【００７５】
　上記の構成によれば、簡易な構成により上記視野角を拡大することができる。
【００７６】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、
　上記反射手段が上記表示パネルの上記第２方向側の端部に設けられているときは、上記
視野角制御手段は、上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段にお
ける上記各開口部の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第２
方向側にずれて設けられている一方、
　上記反射手段が上記表示パネルの上記第１方向側の端部に設けられているときは、上記
視野角制御手段は、上記表示パネルを正面方向から見たときに、上記視野角制御手段にお
ける上記各開口部の中心が、上記第１画素および上記第２画素の境界に対して、上記第１
方向側にずれて設けられている構成とすることもできる。
【００７７】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、
　上記第１方向に表示される上記第１画像の少なくとも一部と、上記第２方向に表示され
る上記第２画像の少なくとも一部とが、互いに異なっているあるいは互いに同一である構
成とすることもできる。
【００７８】
　上記の構成によれば、第１方向から、異なる画像（第１画像および第２画像）を同時に
視認することができる。また、第１方向から、一部のみが同一あるいは異なる画像（第１
画像および第２画像）を同時に視認することもできる。
【００７９】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、
　上記第１方向に表示された上記第１画像と、上記第２方向に表示され上記反射手段によ
り上記第１方向に反射された上記第２画像とを合わせて上記第１方向から観察したときに
、１つの画像として認識されるように、上記第１画像および第２画像が構成されていても
よい。
【００８０】
　上記の構成によれば、第１方向から、１つの画像を拡大して視認することができる。
【００８１】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、上記反射手段は、当該表示装置に回転可能に
接続されている構成とすることもできる。
【００８２】
　本発明の実施の形態に係る表示装置では、上記反射手段は、さらに、光を透過する機能
を有する構成とすることもできる。
【００８３】
　上記の構成によれば、反射手段を閉じた状態（後述の閉状態）では、異なる方向（第１
方向および第２方向）から、異なる画像（第１画像および第２画像）を同時に視認するこ
とができる。
【００８４】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
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変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明の表示装置は、カーナビゲーションシステム、ＴＶ等の各種用途に好適に用いる
ことができる。
【符号の説明】
【００８６】
１　　　液晶表示装置（表示装置）
１０　　表示パネル
１０Ｌ　第１画像表示領域（第１画素）
１０Ｒ　第２画像表示領域（第２画素）
２０　　視差バリア
２１　　開口部
２２　　閉口部
３０　　バックライト
４０　　反射板（反射手段）
Ｌ１　　（視差バリア２０の開口部２１の）中心線
Ｌ２　　（第１画像表示領域１０Ｌおよび第２画像表示領域１０Ｒの）境界線
Ａ　　　第１視認領域
Ｂ　　　第２視認領域

【図１】 【図２】
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摘要(译)

能够同时在多个显示方向上显示多个图像的液晶显示装置（1），第一方向是相对于图像显示面的对角线方向，第一方向是第二方
向。 相对于图像显示表面在左右方向上可以看到在该方向上显示的第一图像的第一可见区域（A）和在第二方向上可以查看在第二
方向显示的第二图像的第二可见区域（B）。 设置有反射板（40），该反射板（40）不对称地布置并且在第一方向上反射在第二方
向上显示的第二图像。
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